
別記様式（第 14 条関係） 

附属機関等会議録 

令和４年７月 26日  

会 議 の 名 称 令和４年度  第 47回島田市諏訪原城跡整備委員会  

開 催 日 時 
                13 時 45 分から 
令和４年７月 26 日(火曜日) 
                15 時 30 分まで 

開 催 場 所  島田市博物館工作室  

会 議 の 議 題  

《委嘱状交付》  

《委員長、副委員長選出》  

《委員長挨拶》  

《報告事項》  

●文化庁との打合せについて  

●その他  

《協議事項》  

●令和４年度  園路整備事業について  

●令和４年度  大手曲輪堀の基本設計について  

●今後の整備事業について  

《現地確認》  

●園路整備に伴う発掘調査箇所  

●その他  

会議の公開又は全

部若しくは一部の

非公開の別 

 公開  ・ 非公開（ 全部 ・ 一部 ） 

会議の全部又は一

部の非公開の理由  
 

公 開 の 場 合 の 
傍 聴 人 の 数 

０人  

出 席 者 の 氏 名 等  

整備委員：小和田委員長、三浦副委員長、高瀬委員、加藤委員、前田委員、

佐藤観光文化部長 

事務局：又平課長、萩原係長、飯塚主任、坂巻学芸員、成瀬主事、杉本会計

年度任用職員、渡邉技師（建設課） 

株式会社フジヤマ：中村氏、坂田氏、村岡氏、杉山氏 

会 議 の 結 果  

《委嘱状交付》  

・令和４年４月末で委員の任期が満了となった。 

・全委員が継続の意向を示したため、人選に変更なし。 

《委員長、副委員長選出》  

・委員長に小和田委員、副委員長に三浦委員が選出された。 

《委員長挨拶》  

・これからも、委員の皆様の協力のもと、より良い諏訪原城にして

いきたい。 

《報告事項》  

●文化庁との打合せについて  

・令和４年４月27日（水）に、文化庁市原主任文化財調査官との 

打ち合わせを実施したため、下記の内容を報告した。 



  １ 諏訪原城大手曲輪の農地の扱いについて 

  ２ 保存管理計画の改訂について 

３ 二の曲輪北馬出の土塁上工作物について 

  ４ その他（今後の整備スケジュールについて） 

  

（質疑応答） 

委員から、整備報告書について、どのような内容にするのか

質問があったため、事務局では、二の曲輪北馬出と大手曲輪の

整備が終了した段階で、史跡整備の経緯や工程などを報告書に

まとめたいと回答した。 

それについて、委員からは整備報告書作成について準備を進

めるようにとの指導をいただいた。 

 

●その他 

 ・令和４年度のイベントについて報告した。 

１ フォトコンテスト 

２ 諏訪原城講演会 

３ クラウドファンディング 

４ 「牧野城」御城印一日限定販売 

５ その他 

    ※諏訪原城応援隊イベントの開催やお城EXPOへの出展 

（質疑応答） 

   牧野城御城印の特別販売について、委員から、「牧野城」御

城印を販売する意図は何か質問があったため、事務局からは、

諏訪原城が徳川に攻め落とされて牧野城と改名されたことはあ

まり知られていないため、その歴史を周知するために「牧野

城」御城印を販売したいと回答した。 

   それについて、委員から、「諏訪原城」御城印と「牧野城」

御城印の位置づけをはっきりしておく必要があるとの指導いた

だいた。 

   また、委員から、クラウドファンディングを実施し景観がよ

くなったため、今後も続けた方が良いとご指導いただいた。 

《協議事項》  

●令和４年度  園路整備事業について  

 ・前回の整備委員会では、園路整備の全長は50ｍと報告したが、

設計書を見直したところ44ｍと若干短くなる。 

 ・園路整備における事前の発掘調査結果の説明。 

 ・工事までの日程説明。 

●令和４年度 大手曲輪堀の基本設計について 

 ・今年度の整備委員会における協議事項の報告。 

 ・大手曲輪北外堀、南外堀の基本設計に向けての検討事項の説

明。 

 ・大手曲輪北外堀、南外堀の断面計画案の提示。 

（質疑応答） 



   委員から本曲輪北外堀、南外堀の堀底の排水について、現状

は水が溜まることはないか、土塁が崩れることはなかったか質

問があったため、事務局から、これまではそういった事例はな

いと回答した。 

   また、これらの堀は復元整備をする予定かと委員から質問が

あり、フジヤマからなるべく当時の形状に限りなく近い形にし

たいと回答したところ、北外堀は復元的な整備はしなくてもよ

いと思われるが、南外堀については少し復元的な整備をし、あ

る程度見せられるような形にしたいという意見が出た。事務局

からは、堀の整備手法については今後検討していくと回答し

た。 

●今後の整備事業について 

 ・保存活用計画の策定※令和９～10年度策定予定 

 ・園路整備 

 ・大手曲輪の堀の整備 

 ・整備報告書は大手曲輪の堀の整備が終わった段階で出す予定。 

 ・島田市全体の文化財の洗い出しが必要なため、保存活用地域計

画の策定も必要となる。 

（質疑応答） 

   委員から、令和５年の築城450周年シンポジウムは実施するの

か質問があったため、事務局からは、実施する方向で計画して

いると回答した。 

   また、委員からは、今後の整備の進め方によっては、発掘調

査の必要が生じると発言があったため、事務局からは発掘調査

の再開については、今後検討していきたいと回答した。 

 

《現地視察》 

 二の曲輪中馬出外周園路整備箇所の発掘調査箇所、二の曲輪北馬

出薬医門の整備状況を確認した。 

提出された資料等 

・令和４年度諏訪原城フォトコンテストチラシ  

・令和４年度諏訪原城講演会チラシ  

・令和４年度諏訪原城クラウドファンディングチラシ  

・「牧野城」御城印ポスター  

・令和４年度諏訪原城史跡整備（園路）工事図面  

・保存管理計画  

・保存管理区分図  

会議を所管する課

の名称 
島田市観光文化部博物館課 

その他必要な事項  
 


